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リレーエッセイ C h a n g e !

分子生命科学コース　

中村　卓 先生

私の回りの“change”
　長浜に来て4年半の歳月が流れた。早いものであ
る。その間に目の当たりにしてきた“change”（「成長」
と言い換えてもいいかもしれない）でまず思いつくのは、
「学生」、「研究室」、「子供」の3つである。まず、「学
生」についてであるが、研究室に入りたての頃の彼ら
は私の研究内容の理解もおぼつかず、実験方法や
基礎知識を指導しないととても研究などできる状態で
はないところからスタートする。ある時間が経過すると、
一人で実験ができるようになり、そして完全な理解をし
ているとは言えないまでもそれなりに形になった卒業論
文を提出して巣立っていくのである。現在の4期生は
どうなっていくだろうか。 残り期間での飛躍的な

“change”に期待したいところである。「研究室」につい
ては、就任時の実験台、実験棚といくつかの実験機
器しかなかったなんとも寂しい時代から、今では機器
や器具も増え、4回生が9人、M1が2人配属され、
各学生の研究に勤しむ姿が頻繁に見られるようになっ
た。一人でガラス器具の整理をしていた頃を思うと、
なんともうれしい限りである。「子供」については、3年
前に長男が誕生し、この夏には次男が誕生した。子

供の“change”はすさまじい。ついこの間まで立つこと
もろくにできなかった長男が、今では部屋をあちこち走
り回り、私と普通に会話をしている。次男も生まれた
頃に比べると格段に大きく、重くなった。二人の息子
の“change”は始まったばかりでこれからもどんどん変わ
り続けるだろう。楽しみなことである。
　このような“change”を目の当たりにする一方、教員
という仕事柄、毎年同じ内容で実験や講義を指導し
ていると、私自身は何か“change”しているのだろうか？
と思うことがある。毎年、卒業式に学生が見せる晴
れやかな姿を見るにつけ特にそう思う。何か自分だけ
取り残されているのではないかと。隣の芝は青く見え
るという類のものなのだろうか？今の私にはまだまだ立
ち上げていきたいこと、学んでいきたいことが山積み
であるが、これらの物事をひとつひとつクリアし、何か
区切りがついたとき、自分の中にも“change”というも
のを実感できるのかもしれない。そう信じたい。子供
や学生の成長力の何分の一でもよいから分けてもらえ
ないかな、という幻想を時に抱き、壁にぶつかった時は

“Yes, I can”と言い聞かせながら奮闘している毎日で
ある。

2010年度　入試の動向と対策

　2010年度入試・第8期生募集がスタートし、すで
に10月にAO入試（実験･実習評価型）、指定校特別推
薦入試を実施し、それぞれ16名、29名の生徒が第8
期生として入学予定となっています。両入試は、い
わゆる定員の少ない特別選考入試ですので、2010
年度入試の本格的なスタートは、11月28日（土）、
29日（日）に実施される一般公募制推薦入試からとな
ります。
　一般入試は、1月23日（土）、24（日）実施の前期A・
B、前期Aプラスセンター 1。2月21日（日）実施の中
期、中期プラスセンター 2。3月7日（日）実施の後期
と大学入試センター試験の得点のみで判定するセン
ター利用前期A、センター利用前期B、センター利用
中期を実施します。方式ごとに3学科それぞれで合
否判定をします。ですから本学に合格を決めたい受
験生は、複数方式・複数学科の併願が絶対に有利と
なります。併願の場合は、経済的負担を軽減するた
め検定料が大幅に減免されます。また、センター利

用前期B、一般中期、センター利用中期、中期プラ
スセンター 2の方式では、各学科入試得点の上位
10%の合格者に、学費が2年間半額減免される「奨学
生制度」が設けられています。
　さて、2010年度一般入試の難易については、各
種模試の全国志望動向では、生命・農学系分野への
志望は昨年より高くなっていますが、関西地区の他
大学で新たに生命系学部・学科が設置されるため、
本学受験者はやや減少することが予想されます。さ
らに、大学入試センター試験平均点が昨年よりも上
昇すると、センター利用入試での受験が増加し、一
般前期や中期の受験者が大きく減少・易化すること
も予想されます。ということで一般入試で本学合格
を狙う受験生にとって、2010年度入試は昨年より
合格可能性の高い入試となるでしょう。ただし、ア
ニマルバイオサイエンス学科は募集定員も少なく、
昨年より志望者も多くなっていますので注意して、
複数学科併願もしながら受験してください。
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分
野
で
は
先
進
的
な
研
究
成
果
を

あ
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
学
と
大

学
間
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
滋

賀
医
科
大
学
と
も
学
術
交
流
協
定

を
結
び
、
国
境
を
越
え
て
の
3
姉

妹
連
携
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
留
学
で
も
、
本
学
大
学
院
へ
の
進

学
と
と
も
に
、
滋
賀
医
科
大
学
大

学
院
で
の
博
士
課
程
の
修
得
も
視

野
に
入
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

留
学
生
の
陳
勃（
C
h
e
n 

B
o
）さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
も
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
自
分
で
書
い
て
い
た
の
で
、

長
浜
バ
イ
オ
大
学
で
更
に
高
度
な
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
を
習
得
し
、
自

分
の
書
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
生
命
に

関
す
る
大
量
の
デ
ー
タ
を
解
析
し
、

人
類
の
課
題
に
役
立
つ
研
究
を
し
た

い
」と
、
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
盧
茜（
L
u 

X
i
）さ
ん
は
、

「
生
命
に
関
す
る
大
量
の
デ
ー
タ
を

ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
解
り
や
す
く
表
現
す

る
た
め
の
、
高
機
能
な
画
像
解
析

の
技
術
を
習
得
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
長
浜
バ
イ
オ
大
学
が
連
携
し

て
い
る
滋
賀
医
大
で
研
究
さ
れ
て
い

る
、
脳
の
画
像
診
断
用
薬
剤
の
開

発
の
際
に
必
要
と
な
る
M
R
画
像

解
析
な
ど
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
ま

す
」と
語
り
、
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
に
よ
る
平
成
21
年

度
の「
大
学
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
、
本
学
の「
志
向
性
を
加
味
し
た

双
方
向
性
学
習
の
場
の
構
築
」が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
の
大
学
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
学
士
力
の
確
保
や
教
育

力
向
上
の
た
め
の
事
業
か
ら
、
達
成

目
標
を
明
確
に
し
た
効
果
が
見
込

ま
れ
る
取
り
組
み
を
文
部
科
学
省
が

選
定
す
る
も
の
で
、
広
く
情
報
提

供
さ
れ
る
と
と
も
に
財
政
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
の

申
請
件
数
は
、
大
学
全
体
で

5
0
5
件
、
私
立
大
学
で
は
３
４
８

件
で
、
選
定
さ
れ
た
の
は
、
大

学
全
体
で
75
件
、
私
立
大
学
で

は
42
件
で
し
た
。

　

本
学
の
取
り
組
み
は
、
学
生

個
人
の
勉
学
の
到
達
レ
ベ
ル
と

達
成
度
合
い
を
分
か
り
や
す
く

把
握
さ
せ
て
、
到
達
目
標
に
向

か
う
道
筋
と
流
れ
を
明
ら
か
に

さ
せ
る
も
の
で
す
。そ
の
た
め
に
、

「
バ
イ
オ
学
習
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」

（
仮
称
）と
呼
ぶ
バ
ー
チ
ャ
ル
な
学

習
の
場
を
設
け
、
こ
こ
で
は
修

学
の
レ
ベ
ル
と
修
学
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
統
合
的
に
体
系
づ
け
て
い

る
も
の
で
す
。

　

9
月
か
ら
、「
3
＋
1
」と
呼
ば
れ

る
新
し
い
留
学
制
度
に
基
づ
い
て
、

中
国
・
東
北
大
学
か
ら
の
2
人
の

留
学
生
が
本
学
で
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
新
し
い
制
度
は
、
3
年
間
の
教

育
を
終
え
た
学
生
が
、
4
年
次
の

卒
業
研
究
を
日
本
の
大
学
で
行
い
、

卒
業
論
文
は
自
分
の
大
学
に
提
出

し
て
学
位
を
習
得
し
た
後
、
留
学

先
の
大
学
院
へ
の
道
を
開
い
て
い
ま

す
。
今
回
の
2
人
は
、
本
学
に
と
っ

て
こ
の
制
度
で
の
初
め
て
の
留
学
生

と
な
り
、
次
年
度
以
降
も
毎
年
、

留
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
学
と
学
術
交
流
協
定
を
結
ぶ

中
国
・
東
北
大
学
は
、
中
国
の
国

家
重
点
大
学
の
1
つ
で
あ
り
、
I
T

◆
21
年
度
Ｇ
Ｐ
﹁
大
学
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
に
選
定

◆
中
国
・
東
北
大
学
か
ら﹁
3
＋
1
﹂制
度
で
2
人
の
留
学
生

　大学の最先端の研究成果の一端
を高校生が見る、聞く、触れるこ
とで、科学(学術)がもつ意味を理解
してもらう日本学術振興会の事業
で、本学では高大連携事業の一環
として「生命の謎にコンピュータで挑戦」をテーマに採択されたもの
です。8月30日と10月31日の開催に参加した高校生からは、「グラ
フィックなどコンピュータ技術が進んで、その技術や知識を身につ
ける必要がわかった」などの感想が寄せられました。

　

4
月
に
開
設
し
た
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

で
は
、
後
期
か
ら
動
物
基
礎
実
験
な
ど
の
専
門
教
育
科
目
の
講
義
と
実
験
・
実
習
も
増
え
て
、
意
欲
的

に
学
ぶ
学
生
の
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
滋
賀
医
科
大
学
と
と
も
に
3
姉
妹
連
携
を
結
ん
で
い
る
中
国
・
東
北
大
学
か
ら
、
本
学
で
は

初
め
て
の「
3
＋
1
」と
呼
ば
れ
る
新
し
い
留
学
制
度
に
基
づ
い
て
、
2
人
の
留
学
生
を
9
月
か
ら
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
を
運
営
す
る
関
西
文
理
総
合
学
園
は
、
来
年
度
、
京
都
の
姉
妹
法
人
と
統
合
す
る
こ
と
が
決
ま

り
、
京
都
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設
を
含
む
新
し
い
学
園
発
展
計
画
の
検
討
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

学
生
生
活
情
報

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
防
止
に
つ
い
て

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
、
5
月
に
初
の
国
内
感

染
者
が
発
生
し
て
以
後
、
感
染
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
り
、

10
月
30
日
に
は
本
格
的
流
行
状
態
に
入
っ
た
と
厚
生
労
働
省

か
ら
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
本
学
で
も
、
10
月
末
現
在
、
罹

患
す
る
学
生
は
徐
々
に
増
え
て
お
り
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
注

意
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
感
染
防
止
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ご
理
解
、
ご
協

力
い
た
だ
く
よ
う
改
め
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
予
防
の
徹
底
】

・「
手
洗
い
」と「
う
が
い
」の
徹
底
…
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
可
能
性

が
あ
る
ド
ア
ノ
ブ
や
つ
り
革
な
ど
を
触
っ
た
あ
と
な
ど
、
常

に
感
染
を
意
識
し
た
手
洗
い
の
習
慣
を
日
常
的
に
身
に
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
部
屋
が
乾
燥
し
て
い
る
場
合
、
湿
度
を

50
～
60
％
ぐ
ら
い
に
加
湿
す
る
と
感
染
し
に
く
く
な
り
ま

す
。

・
マ
ス
ク
の
着
用
…
少
し
で
も
咳
が
で
る
人
は
、
マ
ス
ク
を
着

用
し
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
マ
ス
ク
を
つ

け
て
い
な
い
時
に
咳
が
で
た
ら
、
人
が
い
な
い
方
を
向
き
タ

オ
ル
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
を
覆
い
咳
を
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

【
症
状
が
出
た
場
合
】

・
38
度
以
上
の
発
熱
お
よ
び
呼
吸
器
症
状（
咳
、
鼻
汁
、
咽

本学で初めて “ ひらめき☆
ときめきサイエンス”開催

　本学を会場に（独）科学技術振
興機構JSTイノベーションサテ
ライト滋賀などの主催で開催さ
れ、約70人の親子が参加、本学
のCELL部の学生たちが実験を
手伝いました。実験は、叩いても割れないシャボン玉や、水上を走
ることが出来る「ダイラタンシー」など4つのテーマで行われ、「科学の
不思議」を体験しました。

8月8日には小学生対象に
“夏休みこども科学実験” 

地域と大学

　　● 2009 年度の後期学年暦
12月28日（月）～1月5日（火） 冬季休暇

  1月 6日（水） 後期授業再開

  1月28日（木）～29日（金） 補講日

  2月 2日（火） 後期授業終了日

  2月 3日（水）～2月10日（水）  後期定期試験

  3月20日（土） 学部卒業式・

 大学院学位授与式

＊卒業式の詳細については、後日2010年3月
　卒業予定者および保護者の皆様にお知らせ
　します。

頭
痛
）な
ど
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
を
疑
わ
せ
る
症
状
が
あ

る
場
合
は
、
登
校
せ
ず
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
診
断
が

で
き
る
医
療
機
関
に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
を
し
、
指
示
に

従
い
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
と
は
医
者
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。
感
染
の
可
能
性
が
な
く
な
る
ま
で
は
、
自
宅

療
養
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

医
師
の
診
断
で
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
確
定
し
た
場
合
、

本
学
教
務
課
ま
で
必
ず
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
授
業
を
欠
席
し
た
場
合
】

・ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
原
因
で
授
業
を
欠
席
し
た
場
合

は
、
欠
席
が
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
ま
す
。
治

療
後
、
一
週
間
以
内
に
所
定
の
授
業
欠
席
届（
学
内
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
医
師
の「
診
断
書
」

を
添
付
し
て
教
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
︵
貸
与
︶
に
つ
い
て

　

2
0
0
9
年
度
の
定
期
採
用（
毎
年
4
月
に
募
集
）は
既

に
募
集
を
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
家
計
支
持
者
の
失
職
、

病
気
、
死
亡
、
事
故
等
、
ま
た
火
災
、
風
水
害
な
ど
の
災

害
に
よ
り
家
計
が
急
変
し
、
緊
急
に
奨
学
金
を
必
要
と
す

る
場
合
は
、
日
本
学
生
支
援
機
構
貸
与
奨
学
金
の
緊
急
・

応
急
採
用
を
申
込
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
事
務
局
学
生
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

吉田理事長を挟んで左が陳さん、右が盧さん
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特集企画①　新学科の授業を見てある記

  

　

私
は
健
康
、
食
の
安

全
・
安
心
に
関
心
が
あ

り
、
食
品
機
能
・
安
全

評
価
分
野
に
対
応
し
た

履
修
モ
デ
ル
を
見
て
、
ア

ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

学
科
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
他
大
学
で
例

を
見
な
い
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
学
科
だ
と
感
じ
、
こ

の
学
科
を
志
望
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
入
っ
て
み
る
と
授
業
だ
け
で
な
く
実
験
・

実
習
を
す
る
機
会
が
多
く
、
毎
日
が
充
実
し
て
い

ま
す
。
専
門
的
な
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
楽
し
い
大
学
生

活
を
送
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
食
品
・
環
境
な
ど
の
生
体
へ
の
影
響

を
解
明
し
、
動
物
レ
ベ
ル
で
の
バ
イ
オ
の
研
究
を

通
じ
て
、
機
能
性
食
品
の
開
発
や
食
糧
生
産
な

ど
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
必
要
な
こ
と
を
学
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

入
学
し
て
様
々
な
講

義
を
う
け
て
い
ま
す
が
、

今
は
ほ
と
ん
ど
の
科
目

で
興
味
が
も
て
て
い
ま

す
。
内
容
は
難
し
い
も

の
が
多
い
の
で
す
が
、
先

生
方
の
講
義
は
と
て
も
面
白
い
の
で
、
そ
の
世
界

に
ど
ん
ど
ん
引
き
こ
ま
れ
て
い
き
、
毎
回
の
講
義

を
受
け
る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ど
う
し
て
も
苦
手
意
識
が
抜
け
な
い
科
目
が
あ
る

の
も
事
実
な
の
で
、
や
は
り
苦
労
す
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

　

私
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
に
つ

い
て
、
特
に
何
が
…
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す

が
、
い
い
意
味
で“
変
わ
り
者
”が
た
く
さ
ん
集
っ
て

い
る
魅
力
的
な
集
団
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
ま

に
独
特
な
個
性
を
光
ら
せ
て
い
る
学
生
も
い
ま
す

が
、
先
生
方
も
学
生
も“
い
い
人
”な
の
か
な
ぁ
と

も
思
っ
て
い
ま
す
。

  　

皆
さ
ん
素
直
で
楽
し

く
授
業
を
し
て
い
ま
す

が
、
お
と
な
し
く
て
自

分
を
表
現
す
る
の
が
下

手
な
学
生
も
多
く
、
就

職
活
動
等
で
不
利
益
を

被
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
自
己
探
求
講
座
等

へ
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

話
を
聞
い
て
み
て
も
や
は
り
動
物
好
き
の
学

生
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
専
門
を
学
ん
で
い
く
過

程
で
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。
そ
の
よ
う
な

学
生
の
将
来
の
選
択
肢
の
一つ
と
し
て
、
ペ
ッ
ト

栄
養
管
理
士
へ
の
道
を
開
こ
う
と
現
在
画
策

し
て
お
り
ま
す
。
研
究
に
お
い
て
は
、
人
も
含

め
た
動
物
の
健
康
を
食
べ
物
の
点
か
ら
考
え
て

行
こ
う
と
思
い
ま
す
。
本
学
は
基
礎
中
心
の

教
員
が
多
い
の
で
す
が
、
私
自
身
は
あ
る
程
度

応
用
に
目
を
向
け
た
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
企
業
と

の
共
同
研
究
で
特
産
品
の
よ
り
一
層
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
目
指
す
な
ど
、
滋
賀
県
の
産
業
に
貢

献
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
バ
イ
オ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

？　

い
っ
た
い
何
を
や
る

の
？
」、
よ
く
聞
か
れ
る

質
問
で
す
。
で
も
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
作
る
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん（
も
し
で
き
た
ら
す
ご
い
け
ど

）。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
生
命
の
謎
を
勉
強

し
た
り
研
究
し
た
り
す
る
学
科
で
す
。

　

だ
か
ら
バ
イ
オ
が
主
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
手

段
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
た
め
1
回
生
で
は
実
験

も
必
修
科
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
日
は
琵
琶

湖
の
ブ
ル
ー
ギ
ル
と
い
う
魚
を
解
剖
し
た
と
、帰

り
の
電
車
で
学
生
た
ち
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
、
講
義
と
実

習
を
交
え
て
し
っ
か
り
と
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
バ
イ
オ
が
医
療
や
環

境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料
な
ど
あ
ら
ゆ
る
産
業

の
核
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を
情
報
で
し
っ

か
り
と
支
え
て
い
く
の
が
、
我
々
の
役
割
で
す
。

た
と
え
ば
、病
気
の
遺
伝
子
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

探
し
出
し
た
り
し
ま
す
。

　

楽
し
く
な
け
れ
ば
大
学
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
が

こ
の
学
科
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
。

  

　

生
物
が
好
き
な
の
で
、

こ
の
大
学
が
生
物
に
特

化
さ
れ
て
い
る
と
知
り
、

好
き
な
こ
と
が
た
く
さ
ん

で
き
る
と
思
い
志
望
し
ま

し
た
。
こ
の
大
学
は
自

然
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
、
直
接
自
然
と
触
れ
合

う
こ
と
が
で
き
、
先
生
た
ち
が
結
構
個
性
的
で
講

義
は
な
か
な
か
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
実

験
が
多
く
、
設
備
も
ピ
カ
ピ
カ
で
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
そ
の
分
レ
ポ
ー
ト
等
も

多
く
な
っ
て
大
変
で
す
が
…
。

　

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
こ
の
大
学
に

入
っ
て
何
よ
り
う
れ
し
く
思
っ
た
の
は
、
友
達
み
ん

な
が
濃
い
こ
と
で
す
。
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

学
科
と
い
う
場
に
通
っ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
動
物
好

き
な
人
が
多
く
、
共
感
し
あ
え
る
だ
け
で
な
く
友

達
の
話
か
ら
学
べ
る
こ
と
も
豊
富
で
、
有
意
義
な

学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

  

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
は
、
良
い

意
味
で
変
わ
っ
た
先
生
た

ち
が
多
く
、
先
生
が
言
っ

て
も
い
い
ん
で
す
か
？
と

思
う
様
な
、
様
々
な
面

白
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
面

白
い
ば
か
り
で
な
く
、
ど
れ
も
学
習
に
役
立
つ
情

報
や
、
意
欲
を
持
た
せ
て
く
れ
る
話
ば
か
り
で
す
。

特
に「
π
型
人
間
」の
話
は
印
象
に
残
っ
て
お
り
、

研
究
者
だ
け
で
な
く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
立
派

な
二
本
足
で
立
て
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
努
力
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
義
で
は
毎
回
課
題
が
出
さ
れ
、
そ
の

分
野
の
最
新
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
興
味
を

持
つ
だ
け
で
な
く
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
様
々
な

工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
は
興
味
を
持
つ
あ

ま
り
、
空
い
た
時
間
を
利
用
し
て
自
分
で
勉
強
し

な
が
ら
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
書
い
た
り
、
P
C

を
組
み
立
て
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

専門教育科目の動物学概論専門教育科目のコンピュータ概論 動物科学基礎実験でマウスの体重測定実験室での遺伝子基礎実験もしっかりと

TAの指導を受けて優しくマウスを持ち上げる 真剣な表情で講義ノートをとる学生（動物学概論）コンピュータを使った実習には特に熱がはいる 一言も逃すまいと熱心に講義を聴く（コンピュータ概論）

松
本　

千
裕
さ
ん

　
（
滋
賀
・
県
立

　
　

長
浜
高
校
出
身
）

秋
丸　

小
百
合
さ
ん

　
（
愛
知
・
県
立

　
　

豊
橋
南
高
校
出
身
）

河
内　

浩
行
先
生

永
田　

宏
先
生

鏡
味　

秀
彰
く
ん

　
（
愛
知
・
名
古
屋
市
立

　
　
　

桜
台
高
校
出
身
）

山
本　

直
弥
さ
ん

　
（
京
都
・
府
立

　
　

西
城
陽
高
校
出
身
）

学
生
の
声

学
生
の
声

学
科
担
当
の
教
員
の
コ
メ
ン
ト

学
科
担
当
の
教
員
の
コ
メ
ン
ト

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

この春に、全国に例を見ない学科として開設し、大きな注目を集めた 2 つの学科の様子をレポートします。
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「環境世紀を拓く」
鼎談を開催

本学とバイオへの期待の高さが表明される

鼎談の中で、本学への期待を述べていただいた部分の要旨を紹介します。

郷　通子さん
（前お茶の水女子大学学長）

嘉田　由紀子さん
（滋賀県知事）

加藤　登紀子さん
（歌手・国連環境計画親善大使）

特集企画②　環境世紀を拓く鼎談

　人や生物の遺伝子情報がわかり生命
観が変ってきました。私の子ども時代は、
動物と植物は全く別なものと習いました
が、実はバクテリアも、人間も驚くほど似
ていることがわかり、生命を見る目を変え
てくれました。東洋の思想の「生きものは
皆仲間」ということと一致しています。これ
は人が生きる上でも環境を考える上でも重
要なことと、多くの人達に啓蒙していかな
くてはなりません。大学がその役割を担う
べきですが、まだ不十分です。長浜バイ
オ大学は、その役割を担えると期待してい
ます。 
　医療の分野については、滋賀医科大
学と長浜バイオ大学が、文部科学省の
戦略的大学連携事業で「びわこバイオ医
療大学間連携戦略」として、医療を支え
る研究と人材の育成を行っています。今
では、ゲノム情報や色々な生命現象に
かかわる情報がコンピュータの中にデータ
ベース化しているので、それらを使ってメカ
ニズムが解明出き、医療に貢献出来るよ
うになりました。 
　いま大学の教育を変えるというのが世
界全体の大きな流れです。大学で何を習
うかではなく、課題を見つけて主体的に
研究してきたかが問われています。

　人間が「心地よい」と感じるしくみに
ついては、まだあまり解明されていない
そうなんですが、脳科学者の茂木健一
郎さんは、それは「脳が喜んでいるんで
すよ」とおっしゃっていました。脳が喜
ぶ時には脳波が出るということは、も
う研究されています。これは医学的に
は治癒する力でもあるのでしょうが、こ
の解明はサイエンスの力ですね。
　特に行政的立場で、私がサイエンス
に期待したいのは医療の分野、例えば
がんの治療です。最近、滋賀医科大学
で東大医科学研究所の協力を得て、「ペ
プチド療法」という研究をしています。
手術とか、放射線療法とか、化学療法
といった療法がありますが、ペプチド
療法は、患者さんのがんの特性を遺伝
子の段階から調べ、患者さんにあわせ
た治療方法を探るもので、この治療方
法を早く確立すれば、がんは不治の病
ではないのだ、という希望も出てきま
す。
　長浜バイオ大学と滋賀医科大学の連
携で、命の不思議を解き明かし、若い
人の仕事の場と生きがいをつくり出して
いただけたらと期待をしています。 

　私も学生さんたちと触れる機会があ
ります。私は五感で感じるものを大切
にしたい。自然の中にいると謎だらけ
なんです。まず自然の中に入り、なぜ
生命はこんなに循環しているのかと実
感して欲しい。
　この頃学生と握手すると力が弱い。
昔はバケツで水を運ぶなど力のいるこ
とが必要な生活でしたが、いまはそん
な力の要らない生活になっています。
鳥は飛ばなければ生きられないよう
に、人間も自分の力で生き、命を支え
るという基本的なことが欠落してくる
ことが気になります。
　また、フィールドで蛙なんかを見て夢
中になる学生がいます。私の3歳の孫
とかわりません。多分小さな時に経験
してこなかったかな、と感じています。
ですから、長浜バイオ大学の学生たち
は、生命のことを研究課題に出来るの
は素晴らしいと思います。バイオとは、

「いのち」だと思いますが、生命を守る
研究の出来る学生達が出てくることに
期待します。 

生命と環境への豊かな感性
を持って欲しい

生命を解き明かし生きがい
づくりに

生命を守る研究ができるの
は素晴らしい

　

下
西
学
長
に
よ
る
問
題
提
起
と
な
る
あ
い

さ
つ
を
受
け
、
3
人
か
ら
大
切
だ
と
思
わ
れ

る
問
題
提
起
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
嘉
田
知
事

は
琵
琶
湖
が
直
面
す
る
環
境
危
機
を
紹
介
し

な
が
ら
、「
琵
琶
湖
は
地
域
環
境
へ
の
小
さ

な
窓
」
で
あ
り
、
滋
賀
県
は
全
国
に
先
駆
け

「
2
0
3
0
年
C
O
2
半
減
」
を
目
指
す
と

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
国
連
環
境
計
画
親
善
大
使
と

し
て
訪
問
し
た
モ
ン
ゴ
ル
や
ボ
ル
ネ
オ
、
ツ

バ
ル
の
現
状
を
紹
介
、「
成
長
こ
そ
幸
福
を

生
む
と
い
う
神
話
は
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
き
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
提
起
し
ま
し
た
。
郷
先
生
は
30
年

も
前
の
ス
イ
ス
で
レ
ジ
袋
を
な
く
す
発
想
を

知
っ
た
こ
と
や
1
9
6
0
年
代
の
公
害
問

題
を
引
き
合
い
に
、「
地
球
が
有
限
だ
と
知

る
た
め
に
は
ず
い
ぶ
ん
時
間
が
か
か
る
」
こ

と
、
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発
に
よ
る

化
石
燃
料
思
考
か
ら
の
発
想
の
転
換
こ
そ
が

必
要
だ
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

問
題
提
起
を
受
け
て
、
持
続
可
能
な
社
会

を
め
ざ
す
た
め
の
焦
眉
の
課
題
は
な
に
か
、

若
い
人
た
ち
の
選
択
で
明
る
い
未
来
を
切
り

開
く
展
望
は
、
そ
し
て
生
き
も
の
の
生
命
を

守
る
本
学
へ
の
期
待
に
つ
い
て
闊
達
な
意
見

交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ア
ジ

ア
が
培
っ
た
自
然
と
寄
り
添
う
文
化
の
大
切

さ
、
水
も
食
糧
も
近
い
と
こ
ろ
か
ら
手
に
入

れ
る
生
活
様
式
、
働
き
方
や
生
き
方
を
変
え

る
こ
と
の
必
要
性
、
若
者
た
ち
の
価
値
観
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
科
学
の

進
歩
で
多
様
な
選
択
肢
が
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
流
を
受
け
池
村
先
生
が
、「
環
境

と
い
う
の
は
、
難
し
い
課
題
の
多
い
テ
ー
マ

で
し
た
が
、
ご
三
方
の
お
話
し
は
大
変
示
唆

に
富
む
も
の
で
し
た
。
長
浜
バ
イ
オ
大
学
に

お
い
て
も
、
生
命
科
学
か
ら
の
環
境
、
生
命

（
い
の
ち
）
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
更
に
進
め

て
ま
い
り
た
い
」
と
鼎
談
を
結
び
ま
し
た
。

　

尚
、
こ
の
鼎
談
の
要
旨
は
、
11
月
4
日
付

け
「
朝
日
新
聞
」
大
阪
本
社
版
の
見
開
き
2

ペ
ー
ジ
に
渡
る
広
告
と
し
て
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。

　9 月 7日、大津市にある滋賀県公館にて、「環境世紀を拓く」をテーマにした鼎談が、本学の主催で行われました。
　この鼎談では、環境の時代に向けて暮らしのあり方を見つめ直し、バイオサイエンスがもつ可能性、さらには、バ
イオの教育・研究を行う本学への期待などを縦横に語り合っていただきました。
　鼎談の参加者は、滋賀県知事の嘉田由紀子さん、歌手で国連環境計画親善大使の加藤登紀子さん、そして本
学の初代学部長で前お茶の水女子大学学長の郷通子さんで、進行役は本学コンピュータバイオサイエンス学科長
の池村淑道先生が務めました。

生きものの生命を守る長浜バイオ大学へ

朝日新聞の広告紙面（11/4 付）

て  い　だ  ん

﹁
環
境
世
紀
﹂に
す
る
た
め
の

問
題
提
起

社
会
の
あ
り
様
や
価
値
観
の

転
換
が
大
切
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学園ニュース

就活とキャリア育成
 

本
学
の
新
た
な
学
園
発
展
計
画

「
第
三
次
中
期
計
画
」の
検
討
が
始
ま
る

インターンシップ
実習を突撃取材

夏期休暇を利用した3回生のインターン
シップ実習も9月末で無事終了、38社
39事業所と公的な10研究機関にのべ
86人の学生が参加しました。
実習期間、教員と就職・キャリア課職員
が手分けして実習の様子を見てきました
ので、その一部をご紹介します。

農業組合法人　伊賀の里　

モクモク手づくりファーム

( 株 ) グローバルエンジニアリング

クラレプラスチック ( 株 )

( 株 ) 吉田ハム

( 株 ) ツキオカ

材料から製品まで独創性の高い技術で産業の
新領域を開拓した会社。ゴム製品の耐久試験
のための準備です。

イチゴ・しいたけ・ブルーベリー等の生産、
パンやハム、地ビールの製造、手作り体験教
室も。

ITとバイオの融合をめざすコンピュータソフ
ト会社。実際にソフトを組む仕事でとても難
しかったそうです。

「元気な野菜塾市場」で「きのこ」の発送作業

お肉やハム・ソーセージでお馴染みの食
肉加工業での実習。冷蔵庫の中なんで夏
でもチョー寒い！

日本で初めて「フィルム製剤」を開発した会
社、水溶性可食フィルム製造の工程で頑張り
ました。大島淳先生と実習生

実
習
に
参
加
し
た
学
生
の
声

　

私
は
和
光
純
薬
工
業
（
株
）

の
臨
床
検
査
薬
研
究
所
・
ゲ
ノ

ム
研
究
所
で
、
様
々
な
臨
床
検

査
薬
や
自
動
分
析
機
器
の
説
明

を
聞
き
、
そ
れ
ら
を
用
い
た
実

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
臨
床
検
査
の
技
術
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
究
所
の
方
と
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ

り
、「
企
業
で
研
究
す
る
こ
と

の
大
変
さ
や
魅
力
」、「
大
学
生

活
で
は
最
大
限
に
学
べ
る
こ
と

は
学
び
、
出
来
る
こ
と
は
し
て

お
く
こ
と
」、「
就
職
活
動
に
お

い
て
妥
協
を
す
る
べ
き
で
は
な

い
こ
と
」
な
ど
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
に

参
加
し
て
新
た
な
事
を
学
ぶ
こ

と
も
で
き
ま
し
た
が
、
当
た
り

前
の
こ
と
に
も
改
め
て
気
付
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
参

加
し
た
こ
と
で
良
い
就
職
活
動

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
、
全
国
で
最
初
の

バ
イ
オ
系
単
科
大
学
と
し
て
2
0
0
3

年
開
学
か
ら
7
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
こ

の
間
、
第
一
次
計
画
で
大
学
院
開
設
、
第

二
次
計
画
で
新
学
科
開
設
を
行
い
、
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー・
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
人

材
育
成
と
い
う
開
学
期
の
目
的
を
成
功

裏
に
取
り
組
み
、
大
学
と
し
て
の
基
盤
整

備
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
大
学
事
業
の

全
領
域
に
お
い
て
、
自
立
し
て
運
営
・
管

理
で
き
る
力
量
を
、
基
本
的
に
備
え
る
こ

と
が
出
来
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
学
は
、
常
に
社
会
の
ニ
ー

ズ
を
先
取
り
し
て
、
進
化
・
発
展
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

学
園
の
創
設
母
体
と
な
っ
た
関
西
文
理

学
園
が
2
0
1
0
年
3
月
に
は
、
い
っ
た

ん
解
散
し
、
本
学
の「
関
西
文
理
総
合

学
園
」に
発
展
的
に
統
合
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
2
0
1
0
年
か

ら
2
0
1
5
年
の
五
年
間
の
新
た
な
ビ

ジ
ョ
ン・
目
標
を
設
定
す
べ
く
、
理
事
長
、

学
長
を
中
心
に
全
学
の
英
知
を
集
め
て

総
合
的
に
検
討
す
る
、
第
三
次
中
期
計

画
を
策
定
す
る
た
め
の
委
員
会
を
設
置

い
た
し
ま
し
た
。

検
討
が
開
始
さ
れ
た
本
学
の
新
た
な
中
期
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
、
若
林
浩
文
事
務
局
長
に
伺
い
ま
し
た
。

　

関
西
文
理
総
合
学
園
の
ル
ー
ツ
で
あ
る

京
都
人
文
学
園
の「
行
動
の
人
と
し
て
思

考
し
、
思
考
の
人
と
し
て
行
動
す
る
」教

育
理
念
を
継
承
し
た
、「
行
動
す
る
思
考

人
と
し
て
の
高
度
バ
イ
オ
人
材
」育
成
を

め
ざ
す
事
業
計
画
を
検
討
し
ま
す
。
本

学
の
教
育
・
研
究
事
業
の
優
位
性
を
再
確

認
し
、
次
な
る
発
展
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
踏
み

だ
し
て
い
く
こ
と
が
最
重
要
の
課
題
と
な

る
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
関
西
文
理
学
園
の
築
い
て

き
た
伝
統
と
実
績
を
発
展
的
に
引
き
継

ぎ
、「
新
生
・
関
文
理
」の
新
た
な
事
業
に

挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

① 

教
学
の
充
実
と
学
部
・
学
科
の
新
設
め
ざ
す
事
業

② 
国
際
交
流
の
活
発
化
め
ざ
す
事
業

③ 

「
長
浜
バ
イ
オ
大
学
・
京
都
キ
ャ
ン
パ
ス（
仮
称
）」実
現
め
ざ
す
事
業

④ 

本
学
の
特
性
い
か
し
た
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
拠
点
創
出
め
ざ
す
事
業

⑤ 

高
大
連
携
事
業
の
拡
充
に
よ
る「
理
数
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」形
成

め
ざ
す
事
業

⑥ 

産
官
学
共
同
事
業
セ
ン
タ
ー
事
業
の
本
格
化（
モ
デ
ル
化
）め
ざ
す

事
業

検
討
課
題
は

若林浩文事務局長

京都キャンパス事業検討委員会

米
盛　

冴
香
さ
ん

（
遺
伝
子
生
命
科
学
コ
ー
ス
・
3
回
生
）

い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
わ
っ
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
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毎
号
紹
介
し
て
い
る
本
学
教
員
の
研
究
活
動
の
成
果
で
す
が
、
今
回
も
世
界
的
に
権
威
の
あ
る『
ネ

イ
チ
ャ
ー
』
誌
の
姉
妹
誌
へ
の
研
究
論
文
の
掲
載
な
ど
、
多
く
の
取
り
組
み
を
報
告
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
誰
に
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
先
生
の
意
外
な
一
面
が
、
大
賞
の
受
賞
と
い
う
形
で

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

﹃
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
セ
ル
バ
イ
オ
ロ

ジ
ー(

電
子
版)

﹄
に
論
文
掲
載

独
創
性
の
高
い
研
究
方
法
の

確
立
で
学
会
賞
を
受
賞

山
本
　
章
嗣
先
生

（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

池
村
　
淑
道
先
生

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

研究教育活動
意欲的な本学教員の
研究活動

　

細
胞
内
の
不
用
な
タ
ン
パ
ク
質
や
病

原
菌
を
分
解
し
、
生
命
の
維
持
に
重
要

な
役
割
を
果
た
す「
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー（
自

食
作
用
）」の
機
構
を
解
明
し
た
研
究
論

文
が
、
英
科
学
誌﹃
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
セ
ル

バ
イ
オ
ロ
ジ
ー（
電
子
版
） 

﹄（
11
/
8

付
）に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
論
文

は
、
山
本
先
生
が
大
阪
大
学
と
の
共
同

研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
電

子
線
ト
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
い
う
コ
ン

﹃
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
紀
要
﹄に

共
同
研
究
の
成
果
を
掲
載

抗
肥
満
薬
や
糖
尿
病
の
新
薬
開

発
の
糸
口
を
探
る
共
同
研
究

植
物
工
場
のH

E
FL

照
明
開

発
で
テ
レ
ビ
出
演

白
井
　
剛
先
生

（
生
命
情
報
科
学
コ
ー
ス
）

河
内
　
浩
行
先
生

（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

蔡
　
晃
植
先
生

（
環
境
生
命
科
学
コ
ー
ス
）

ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影（
C
T
）を
電
子
顕

微
鏡
レ
ベ
ル
で
行
う
最
新
の
技
術
を
用

い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
H
I
V（
エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス
）

が
そ
の
増
殖
に
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
を
利

用
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
、
米

　

実
験
と
情
報
解
析
を
組
み
あ
わ
せ
た

独
創
性
の
高
い
研
究
に
よ
り
、「
コ
ド
ン

（
遺
伝
暗
号
）使
用
の
偏
り（
方
言
）」と

「
t
R
N
A
の
細
胞
内
量
」と
の
関
係
を

明
ら
か
に
し
た
研
究
成
果
を
は
じ
め
、

　

細
胞
制
御
学
が
専
門
の
亀
村
和
生
先

生
、
環
境
分
子
生
態
学
が
専
門
の
太
田

伸
二
先
生
と
共
同
で
、
抗
肥
満
薬
や
糖

尿
病
の
新
薬
開
発
の
糸
口
を
探
る
学
内

共
同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
研

究
は
人
に
お
け
る
脂
肪
の
仕
組
み
を
解

き
明
か
し
、
肥
満
を
抑
え
る
因
子
の
探

索
の
た
め
に
ザ
ク
ロ
な
ど
の
植
物
か
ら

抽
出
し
た
天
然
成
分
の
分
析
を
網
羅
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
共
同
研
究
の

進
展
に
よ
り
、
将
来
は
肥
満
や
糖
尿
病

に
悩
む
人
た
ち
の
た
め
の
新
薬
の
開
発

　

長
浜
バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
入
居
す
る
日
本
ア
ド
バ
ン
ス
ト
ア

グ
リ（
株
）
の
照
明
を
使
用
し
た
、
植
物

工
場
の
開
発
に
携
わ
っ
て
い
る
蔡
先
生
が
、

相
次
い
で
テ
レ
ビ
番
組
に
登
場
し
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
電
極
蛍
光
ラ
ン
プ

（
H
E
F
L
）
を
使
っ
て
、
栄
養
価
の

高
い
無
農
薬
野
菜
を
育
て
る
育
用
装

置
の
開
発
に
関
す
る
も
の
で
、
7
月

28
日
に
は
び
わ
こ
放
送「
と
っ
て
お
き
滋

賀
5
4
5
」
の
中
で
の
日
本
ア
ド
バ
ン

ス
ト
ア
グ
リ（
株
）
の
紹
介
に
登
場
し
、

「
H
E
F
L
照
明
を
利
用
し
た
野
菜
は
、

農
薬
を
使
わ
ず
安
心
・
安
全
で
、
天
候

に
左
右
さ
れ
ず
に
同
品
質
の
も
の
が
同

知
ら
れ
ざ
る
先
生
の
意
外
な
一
面

日
本
ホ
ラ
ー
小
説
短
編
賞
を
受
賞

池
内
　
俊
貴
先
生

（
環
境
生
命
科
学
コ
ー
ス
）

ホ
ラ
ー
小
説
の
新
人
登
竜
門
、
日
本
ホ

ラ
ー
小
説
大
賞
の
第
16
回
選
考
会
が
5

月
8
日
に
行
わ
れ
、
本
学
の
池
内
俊
貴

先
生
が
短
編
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

の
賞
は
1
9
9
4
年
に
創
設
さ
れ
、

角
川
書
店
の
主
催
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

お
り
、
荒
俣
宏
、
高
橋
克
彦
、
林
真
理

子
の
各
氏
が
選
考
委
員
を
務
め
て
い
ま

す
。
第
16
回
を
迎
え
た
今
回
は
、
短
編

部
門
に
4
4
8
編
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

受
賞
作
は
、朱
雀
門
出
（
す
ざ
く
も
ん
・

い
づ
る
）
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
応
募
し
た

﹃
今
昔
奇
怪
録
﹄
で
、
地
元
長
浜
が
小

説
の
舞
台
と
し
て
登
場
、
角
川
ホ
ラ
ー

文
庫
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
生
は
ポ
ス
ド
ク
時
代
か
ら
ホ
ラ
ー
小

説
を
書
き
出
し
た
そ
う
で
、
意
外
な
一

面
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

優
れ
た
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と

で
著
名
な﹃
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
紀

国
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
論
文
が

﹃
J
o
u
r
n
a
l 

o
f 

C
e
l
l 

B
i
o
l
o
g
y
﹄誌（
8
/
10
付
）に

掲
載
さ
れ
、
山
本
先
生
が
撮
影
し
た
電

子
顕
微
鏡
の
写
真
が
、
そ
の
号
の
表
紙

を
飾
っ
て
い
ま
す
。

要
﹄に
掲
載
さ
れ
た
研
究
は
、「
超
分

子
複
合
体
モ
デ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
開

発
」に
つ
い
て
の
研
究
成
果
の
一
部
で
、

「
D
N
A 

l
i
g
a
s
e
│
P
C
N
A

│
D
N
A
」と
い
う
複
合
体
の
構
造
を
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
モ
デ
リ
ン
グ

と
電
子
顕
微
鏡
に
よ
る
解
析
に
よ
り
明

ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
D
N
A
複
製
時
に
き
れ
ぎ

れ
に
合
成
さ
れ
る
ラ
ギ
ン
グ
鎖
を
連
結

し
て
最
後
の
仕
上
げ
を
す
る
複
合
体
の

働
く
仕
組
み
を
解
明
し
、
こ
れ
か
ら
の

D
N
A
研
究
の
基
礎
と
な
る
研
究
成
果

で
す
。
4
～
5
個
の
タ
ン
パ
ク
質
か
ら

な
る
超
分
子
複
合
体
の
構
造
を
解
析
す

る
こ
と
は
今
ま
で
は
困
難
で
し
た
が
、

こ
の
研
究
に
よ
り
、
様
々
な
研
究
分
野

の
知
識
を
集
め
て
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
つ

く
る
こ
と
で
、
解
決
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
成
果
は
、
九
州

大
学
と
大
阪
大
学
の
研
究
チ
ー
ム
と
の

5
年
間
に
渡
る
共
同
研
究
で
得
ら
れ
た

も
の
で
す
。

自
己
組
織
化
マ
ッ
プ（
S
O
M
）を
用
い

た
ゲ
ノ
ム
解
析
法
の
開
発
な
ど
、
池
村

先
生
が
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
業

績
に
よ
り
日
本
進
化
学
会
賞
を
受
賞
、

昨
年
の
日
本
遺
伝
学
会
賞
に
続
い
て
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
者
の
研
究
成
果
は
遺
伝
子
工
学
分

野
に
応
用
さ
れ
、
タ
ン
パ
ク
質
合
成
の
生

産
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
世
界

的
な
分
子
生
物
学
の
教
科
書
に
も
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
後
者
は
本
学
生
命
情

報
科
学
コ
ー
ス（
今
年
度
よ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）の
阿
部
先
生

や
院
生
と
と
も
に
連
続
塩
基
頻
度
に
着

目
し
、
生
物
種
が
持
つ
種
固
有
の
ゲ
ノ
ム

の
個
性
を
検
出
す
る
方
法
を
確
立
し
た

も
の
で
、
難
培
養
性
微
生
物
群
の
ゲ
ノ

ム
配
列
解
析
等
に
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
学
に
赴
任
前
の
京
都
大
学
で
は
、

牛
の
霜
降
り
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
た

河
内
先
生
で
す
が
、
本
学
の
学
内
共
同

研
究
の
特
徴
に
つ
い
て
、「
今
ま
で
脂

肪
細
胞
の
形
成
の
仕
組
み
に
つ
い
て
研

究
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
学
の
共
同
研

究
に
よ
り
異
分
野
の
先
生
の
知
見
や

技
術
が
加
わ
り
、
私
自
身
の
研
究
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
ら
れ
た
」と
語
っ

て
い
ま
す
。

じ
量
生
産
出
来
る
」
こ
と
を
紹
介
し
ま

し
た
。
9
/
1
に
は
、関
西
テ
レ
ビ「
ス
ー

パ
ー
ニ
ュ
ー
ス 

ア
ン
カ
ー
」
に
登
場
し
、

植
物
工
場
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
可
能
性
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
N
H
K
で

も
9
/
17「
お
う
み
発
6
1
0
」
と

9
/
30
の「
お
は
よ
う
日
本
」
で
も
紹
介

さ
れ
、
注
目
の
高
さ
を
示
す
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。



12

命
 洸

M
EIK

O

13

2009. D
ecem

ber

　

定
期
試
験
前
の
7
月
22
日
に
、
学
生
相
談
室
の「
学

生
向
け
講
座
」と
し
て
、
本
学
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
臨

床
心
理
士 

河
本
敏
男
先
生
に
よ
る「
試
験
・
面
接
の

緊
張
や﹃
あ
が
り
﹄を
軽
く
す
る
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン

講
習
会
」を
行
い
ま
し
た
。

　

緊
張
や「
あ
が
り
」と
い
っ
た
現
象
を
、
身
体
の
中

の
自
律
神
経
の
働
き
を
知
る
こ
と
で
理
解
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
、
基
礎
知
識
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け

た
後
、
実
際
に
身
体
を
動
か
し
て
の
自
律
訓
練
法
や

呼
吸
法
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
学
生
向
け
講
座
を
行
う
予
定
で
す
の
で
、

少
し
で
も
参
加
し
て
み
た
い
な
、
興
味
が
あ
る
と
い

う
学
生
さ
ん
は
、
気
軽
な
気
持
ち
で
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　

5
月
と
6
月
に
、
学
生
を
対
象
に
し
た「
交
通
安

全
講
習
会
」を
行
い
ま
し
た
。

　

自
動
車
で
通
学
す
る
学
生
に
は
、
こ
の
講
習
会
へ

の
参
加
を
義
務
付
け
て
お
り
、
地
元
長
浜
警
察
署
の

交
通
係
よ
り
講
師
を
お
招
き
し
て
、
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。

　

交
通
安
全
の
ビ
デ
オ
上
映
の
後
、
6
月
1
日
か
ら

の
道
路
交
通
法
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
主
に
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
日
頃
の
交
通
マ
ナ
ー

を
見
直
し
、
安
全
運
転
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
し

た
。

　

今
年
で
7
回
目
と
な
る
び
わ
湖
学
生

F
e
s
t
i
v
a
l
は
、
滋
賀
県
内
の
13
大
学
・
短

大
か
ら
学
生
が
集
ま
り
、
学
生
同
士
や
地
域
と
の
相

互
交
流
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
本
学
か
ら
は
、
水
本
学
生

部
長
を
は
じ
め
教
職
員
や
学
生
、
留
学
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

F
e
s
t
i
v
a
l
の
目
玉
で
も
あ
る
近
江
学
研

究
所
長
の
木
村
至
宏
先
生
に
よ
る
講
演
会
は
、「
湖

上
か
ら
見
る
近
江
八
景
」と
題
し
、
琵
琶
湖
汽
船

「
m
e
g
u
m
i
」上
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
般
の
方

も
参
加
さ
れ
、
実
際
に
近
江
八
景
を
見
な
が
ら
講
演

を
聞
く
こ
と
が
出
来
、
好
評
で
し
た
。
大
津
港
周
辺

に
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ダ
ン
ス
や
吹
奏
楽

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
大
学
色
の
み
え
る
催
し
が
さ
れ
た

り
、
模
擬
店
が
並
ん
だ
り
と
賑
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

学生生活
トピックス
学生生活
トピックス

School life Topics

﹁
緊
張
﹂﹁
あ
が
り
﹂を
軽
く
す
る
、

リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

び
わ
湖
学
生Festival

に

本
学
か
ら
も
多
数
参
加

交
通
安
全
講
習
で
マ
ナ
ー
と

意
識
の
向
上

命
洸
祭
実
行
委
員
長

伊
藤
大
貴
さ
ん

（
生
命
情
報
科
学
コ
ー
ス
3
回
生
）

一般の方も多数参加したビンゴ大会

本学教員によるクイズ対決

芸人ライブの整理券をもらおうと行列が 毎年大人気の実験体験コーナー

大盛況のフリーマーケット

工夫が凝らされた模擬店

「白衣自慢」のコンテスト
吹奏楽部による演奏会

「AKB48」ならぬ「NBⅠ17」によるパフォーマンス

「ECOプロジェクト」食器回収とゴミ分別

交通安全講習会の様子

Festivalに本学から参加した学生

目で見る今年の

命洸祭

多
く
の
挑
戦
を
し
た

命
洸
祭
も
無
事
終
了

　

テ
ー
マ
で
あ
る
「R

evolution

～
み
ん
な
の
学
祭
革
命
～
」
を

胸
に
、
今
年
も
多
く
の
挑
戦
を

し
て
き
ま
し
た
。
環
境
に
対
す

る
新
た
な
試
み
と
し
て
、
学
内

だ
け
で
は
な
く
地
域
へ
向
け
た

古
紙
回
収
、
さ
ら
に
、
展
示
に

も
力
を
入
れ
例
年
と
比
べ
多
く

の
展
示
を
行
い
、
長
浜
バ
イ
オ

大
学
の
研
究
室
・
研
究
内
容
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
工
夫
を
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
新
た
な
挑
戦
に
よ

り
、
多
く
の
新
し
い
発
見
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
成
功

し
た
こ
と
、
失
敗
し
た
こ
と
、

そ
れ
ら
す
べ
て
を
糧
に
、
後
輩

た
ち
な
ら
必
ず
や
今
年
よ
り
も

素
晴
ら
し
い
命
洸
祭
を
成
し
遂

げ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
し

て
、
さ
ら
に
次
へ
と
繋
い
で
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
命

洸
祭
に
関
わ
っ
た
全
て
の
人
に

感
謝
を
込
め
て
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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産官学共同研究・
事業開発センターだより

Interview

研究室訪問●
高橋健一 准教授
●生物物理学研究室

高橋　健一

　今回の研究室訪問は、コン
ピュータを駆使してタンパク
質や R ＮＡなどの生体分子の
形や動きを知ることで、その
働きのしくみを研究している
高橋健一先生を、生物物理学
研究室に訪ねました。

―
― 

生
物
物
理
学
、
計
算
構
造
生
物
学
が
専
門
で
す

が
、
ど
の
よ
う
な
研
究
内
容
で
し
ょ
う
か
。

　

端
的
に
言
い
ま
す
と
、
生
物
を
物
理
化
学
の
こ
と
ば

で
理
解
し
よ
う
と
す
る
研
究
で
す
。
生
命
現
象
の
分
子

レ
ベ
ル
で
の
主
要
な
担
い
手
は
タ
ン
パ
ク
質
や
Ｒ
Ｎ
Ａ
と

い
っ
た
生
体
分
子
で
す
が
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
秩
序

だ
っ
た
形
を
と
り
、
そ
の
形
か
ら
ど
の
よ
う
に
生
物
に

と
っ
て
有
用
な
機
能
が
生
み
出
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
を

理
解
す
る
た
め
に
、
分
子
・
原
子
に
対
し
て
体
系
づ
け

ら
れ
た
物
理
化
学
の
法
則
に
基
づ
い
て
、
生
体
分
子
を

原
子
の
集
団
の
振
る
舞
い
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
探
っ
て
い
く
研
究
で
す
。

ゲ
ノ
ム
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
書
か
れ
た
遺
伝
暗
号（
塩
基
配
列
）を

タ
ン
パ
ク
質
の
ア
ミ
ノ
酸
配
列
へ
解
読
す
る
こ
と
は
簡
単

で
す
が
、
そ
の
ア
ミ
ノ
酸
配
列
か
ら
ど
の
よ
う
な
形
の
タ

ン
パ
ク
質
が
出
来
上
が
る
の
か（
第
２
の
遺
伝
暗
号
）、

さ
ら
に
そ
の
タ
ン
パ
ク
質
の
形
か
ら
ど
の
よ
う
な
機
能
が

発
揮
さ
れ
る
の
か（
第
３
の
遺
伝
暗
号
）、
を
解
読
す
る

方
法
は
未
解
決
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
解
読

方
法
を
物
理
化
学
的
原
理
か
ら
探
っ
て
い
く
研
究
と
も

言
え
ま
す
。

―
―
い
ま
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
か
。

　

選
択
的
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が
タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造

や
機
能
を
ど
う
変
化
さ
せ
る
の
か
、
を
推
定
す
る
方
法

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ヒ
ト
を
含
む
真
核
生

物
は
選
択
的
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
と
い
う
し
く
み
を
使
っ

て
、
１
つ
の
遺
伝
子
か
ら
複
数
の
タ
ン
パ
ク
質
を
作
り
出

し
て
い
ま
す
。
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
と
は
、
た
と
え
ば
、
映

画
の
カ
ッ
ト
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
１
つ
の
連
続
し
た
映
像

作
品
を
完
成
さ
せ
る
よ
う
に
、
遺
伝
子
の〝
カ
ッ
ト
〟（
意

味
の
あ
る
部
分
。
エ
キ
ソ
ン
と
呼
ば
れ
る
）を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
て
１
つ
の
作
品（
タ
ン
パ
ク
質
）を
完
成
さ
せ
る
た
め

の
仕
組
み
で
す
。
選
択
的
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
と
は
、
い

わ
ば
、
カ
ッ
ト（
エ
キ
ソ
ン
）の
つ
な
ぎ
合
わ
せ
パ
タ
ー
ン
を

変
え
て
、
異
な
る
作
品（
タ
ン
パ
ク
質
）を
作
る
仕
組
み

で
す
。

　

あ
る
作
品
に
お
い
て
重
要
な
カ
ッ
ト（
タ
ン
パ
ク
質
の

３
次
元
的
形
を
保
つ
の
に
重
要
な
部
分
を
含
む
エ
キ
ソ

ン
）が
別
の
作
品
で
は
完
全
に
抜
け
落
ち
て
い
た
り
、
別

の
カ
ッ
ト
に
差
し
替
え
ら
れ
て
い
た
り
す
る
例
が
多
く
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造
が
ど
う
変

わ
る
の
か
、
そ
の
結
果
機
能
が
ど
う
変
わ
る
の
か
、
が

重
要
と
な
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
よ
く
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
課
題
に
も
第
２
・
第
３
遺
伝
暗
号
の

要
素
が
含
ま
れ
て
お
り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
用
い

て
物
理
化
学
的
理
解
を
目
指
し
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

―
― 

最
後
に
、
学
生
達
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

学
生
達
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
や
学
習
等
を
通
し

て
、
自
分
が
何
に
興
味
を
も
つ
の
か
意
識
的
に
探
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
い
う
わ
け
か
興
味
の
対
象

は
人
に
よ
っ
て
様
々
で
す
の
で
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
興
味

を
持
っ
た
と
い
う
こ
と
は
そ
の
方
面
へ
向
け
て
一
歩
前
進

で
す
。
将
来
自
分
の
専
門
分
野
に
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
人
に
よ
っ
て
異
な
る
組
み
合
わ
せ
で
複
数

の
興
味
の
対
象
を
持
つ
の
で
、
そ
の
独
自
の
組
み
合
わ

せ
か
ら
新
し
い
も
の
を
生
み
出
し
て
い
け
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。私
は
大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
生
物
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
興
味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
今
の
大
学

生
活
の
中
で
、
本
学
に
あ
る
研
究
教
育
シ
ス
テ
ム
も
充

分
に
活
用
し
て
、
新
し
い
興
味
の
領
域
を
発
見
し
て
大

事
に
育
て
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

13

（たかはし・けんいち）
名古屋大学大学
院理学研究科博
士後期課程修了、
日本学術振興会
研究員、名古屋大
学大学院理学研
究科
生命理学専攻助手、博士（理学）（名古
屋大学）。静岡県静岡市 ( 旧清水市 ) 出
身

バ
イ
オ
技
術
が
実
現
す
る

地
域
特
産
品
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
動

　

今
年
5
月
に「
長
浜
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」が
発
足
し
、
地
域
農
林
水
産
資
源
と

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
か
し
た
農
水
商
工

連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
戦
略“
長
浜
ア
グ
リ
バ

イ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”を
推
進
し
、
は
や
6
ヵ
月

が
経
ち
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
琵
琶
湖
の
固
有
魚

種
ビ
ワ
マ
ス
の
特
産
品
化
や
ア
ユ
の
冷
水
病
対

策
手
法
の
研
究
開
発
、
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
進

出
企
業
の
保
有
技
術
を
用
い
た
地
元
農
産
物
の

新
商
品
開
発
な
ど
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
を
中

心
に
据
え
た
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
基
礎
研
究

か
ら
商
品
開
発
、さ
ら
に
は
販
売
に
向
け
た
ネ
ッ

長
浜
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
活
動

長
浜
市
に
植
物
工
場
の
モ
デ
ル
展
示

大
盛
況
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
出
展

ト
ワ
ー
ク
形
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
、

産
官
学
共
同
研
究
・
事
業
開
発
セ
ン
タ
ー
で
も

積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ビ
ワ
マ
ス
の
特
産
品
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
例

に
挙
げ
る
と
、
夏
場
に
限
定
さ
れ
て
い
る
天
然

ビ
ワ
マ
ス
の
供
給
を
養
殖
技
術
の
高
度
化
に

よ
っ
て
補
い
、
通
年
の
安
定
供
給
体
制
を
い
か

に
構
築
す
る
か
、
ま
た
養
殖
環
境
の
中
で
高
成

長
系
の
魚
を
い
か
に
選
別
し
、
脂
の
の
り
を
良

く
す
る
か
な
ど
、
消
費
者
や
販
売
業
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
う
商
品
作
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、

企
業
や
研
究
者
の
現
場
の
声
を
反
映
さ
せ
な
が

ら
、
一
歩
一
歩
着
実
に
前
進
を
し
て
い
ま
す
。

　

前
述
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
中
、
人
工
的

に
生
育
環
境
を
制
御
し
な
が
ら
野
菜
を
作
る

「
植
物
工
場
」の
モ
デ
ル
展
示
ブ
ー
ス
が
10
月
17

日
、
長
浜
市
元
浜
町
の
ま
ち
家
シ
ュ
ッ
セ
横
町

に
設
け
ら
れ
、
生
産
さ
れ
た
野
菜
が
市
民
や
観

光
客
ら
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
長
浜

バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
入

居
す
る
日
本
ア
ド
バ
ン
ス
ト
ア
グ
リ
株
式
会
社

と
本
学
が
共
同
で
研
究
開
発
を
し
て
い
る
植
物

工
場
を
P
R
し
よ
う
と
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

植
物
工
場
は
様
々
な
要
素
技
術
を
併
せ
持
つ

　

10
月
21
～
23
日
の
3
日
間
に
わ
た
り「
び
わ

湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
2
0
0
9
」が
開
催

さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
も
出
展
し
本
学
の
研
究

シ
ー
ズ
の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
は
出
展
者
数
・

来
場
者
数
と
も
に
過
去
最
大
規
模
と
な
り
、
当

ブ
ー
ス
に
も
5
0
0
人
を
越
え
る
来
訪
者
が
訪

れ
、
本
学
の
研
究
活
動
に
関
心
を
寄
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

た
め
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る
意
味
か

ら
も
非
常
に
注
目
を
さ
れ
て
お
り
、
本
学
も
研

究
面
で
よ
り
一
層
の
貢
献
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

環境ビジネスメッセでの本学ブース

植物工場のモデル展示ブース
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リレーエッセイ C h a n g e !

分子生命科学コース　

中村　卓 先生

私の回りの“change”
　長浜に来て4年半の歳月が流れた。早いものであ
る。その間に目の当たりにしてきた“change”（「成長」
と言い換えてもいいかもしれない）でまず思いつくのは、
「学生」、「研究室」、「子供」の3つである。まず、「学
生」についてであるが、研究室に入りたての頃の彼ら
は私の研究内容の理解もおぼつかず、実験方法や
基礎知識を指導しないととても研究などできる状態で
はないところからスタートする。ある時間が経過すると、
一人で実験ができるようになり、そして完全な理解をし
ているとは言えないまでもそれなりに形になった卒業論
文を提出して巣立っていくのである。現在の4期生は
どうなっていくだろうか。 残り期間での飛躍的な

“change”に期待したいところである。「研究室」につい
ては、就任時の実験台、実験棚といくつかの実験機
器しかなかったなんとも寂しい時代から、今では機器
や器具も増え、4回生が9人、M1が2人配属され、
各学生の研究に勤しむ姿が頻繁に見られるようになっ
た。一人でガラス器具の整理をしていた頃を思うと、
なんともうれしい限りである。「子供」については、3年
前に長男が誕生し、この夏には次男が誕生した。子

供の“change”はすさまじい。ついこの間まで立つこと
もろくにできなかった長男が、今では部屋をあちこち走
り回り、私と普通に会話をしている。次男も生まれた
頃に比べると格段に大きく、重くなった。二人の息子
の“change”は始まったばかりでこれからもどんどん変わ
り続けるだろう。楽しみなことである。
　このような“change”を目の当たりにする一方、教員
という仕事柄、毎年同じ内容で実験や講義を指導し
ていると、私自身は何か“change”しているのだろうか？
と思うことがある。毎年、卒業式に学生が見せる晴
れやかな姿を見るにつけ特にそう思う。何か自分だけ
取り残されているのではないかと。隣の芝は青く見え
るという類のものなのだろうか？今の私にはまだまだ立
ち上げていきたいこと、学んでいきたいことが山積み
であるが、これらの物事をひとつひとつクリアし、何か
区切りがついたとき、自分の中にも“change”というも
のを実感できるのかもしれない。そう信じたい。子供
や学生の成長力の何分の一でもよいから分けてもらえ
ないかな、という幻想を時に抱き、壁にぶつかった時は

“Yes, I can”と言い聞かせながら奮闘している毎日で
ある。

2010年度　入試の動向と対策

　2010年度入試・第8期生募集がスタートし、すで
に10月にAO入試（実験･実習評価型）、指定校特別推
薦入試を実施し、それぞれ16名、29名の生徒が第8
期生として入学予定となっています。両入試は、い
わゆる定員の少ない特別選考入試ですので、2010
年度入試の本格的なスタートは、11月28日（土）、
29日（日）に実施される一般公募制推薦入試からとな
ります。
　一般入試は、1月23日（土）、24（日）実施の前期A・
B、前期Aプラスセンター 1。2月21日（日）実施の中
期、中期プラスセンター 2。3月7日（日）実施の後期
と大学入試センター試験の得点のみで判定するセン
ター利用前期A、センター利用前期B、センター利用
中期を実施します。方式ごとに3学科それぞれで合
否判定をします。ですから本学に合格を決めたい受
験生は、複数方式・複数学科の併願が絶対に有利と
なります。併願の場合は、経済的負担を軽減するた
め検定料が大幅に減免されます。また、センター利

用前期B、一般中期、センター利用中期、中期プラ
スセンター 2の方式では、各学科入試得点の上位
10%の合格者に、学費が2年間半額減免される「奨学
生制度」が設けられています。
　さて、2010年度一般入試の難易については、各
種模試の全国志望動向では、生命・農学系分野への
志望は昨年より高くなっていますが、関西地区の他
大学で新たに生命系学部・学科が設置されるため、
本学受験者はやや減少することが予想されます。さ
らに、大学入試センター試験平均点が昨年よりも上
昇すると、センター利用入試での受験が増加し、一
般前期や中期の受験者が大きく減少・易化すること
も予想されます。ということで一般入試で本学合格
を狙う受験生にとって、2010年度入試は昨年より
合格可能性の高い入試となるでしょう。ただし、ア
ニマルバイオサイエンス学科は募集定員も少なく、
昨年より志望者も多くなっていますので注意して、
複数学科併願もしながら受験してください。

特集 1 新学科の授業を見てある記
特集 2 環境世紀を拓く鼎談を開催
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